〇　なぜ大山中海圏域がデュアルライフの拠点となるか？（私の試行）

· 健康志向（逆に健康不安？）、都会嫌い（田舎大好き人間）、アクティブ、スポーティー、グルメ、海鮮大好き、温泉大好き、普段の仕事のストレス大、心地よい都市の規模、地元の人との適度なふれあい、滞在コストがリーズナブル（中古温泉付賃貸リゾートマンションなど）、ネットなどによる情報提供が豊富、イベント多く多様性あり、出雲神仏霊場巡りや加茂川地蔵巡り、大山寺の座禅、その他由緒ある神社仏閣多数、難点は東京からの距離と移動コスト
　　　・　　山陰全域（因幡～石見）をにらんだ活動拠点。特に、松江と米子のはしごが可能。出雲、大山、境港、美保関、隠岐へのベースキャンプ
· 島根県勤務時代に、既に活動拠点としての大山周辺に興味（現在では、日野、日南辺りの古民家、皆生や中山の温泉付き住宅もいいなと考え始めているが、所有しないで借りるメリットは捨てがたい）

· 大学時代に、日本海側（輪島から萩・津和野まで）を約１か月間、当時の急行自由席利用可能な周遊券とユースホステルを使ってエコノミー旅行。大山、隠岐、松江はもちろん、鳥取砂丘、浦富海岸や三瓶山にも立ち寄る
· 写真部に所属し、撮影旅行ということもあったが、両親が東北、秋田県の出身という事情も関係があったかもしれない

· 加えて、霊峰大山の呼び寄せか、はたまた北前船時代の何かのつながりか、それとも、もっと前世の因縁か？

· 航空運賃は高いが、うまく超割、旅割、バースデー割引などを使えば楽しく実践出来る。夜行バスキャメル号もエコノミーで快適に利用
· できれば、米子空港発の朝の一便を７時半に、羽田空港発の最終便を１９時半にしてもらうと、仙台並みに金帰月来も可能に

（注）　これは既に、朝一便は上り下りとも７時すぎ、帰りの最終便は２０時すぎで実現している
　　　・　　ＪＲのサンライズ出雲は東京発２２時発で乗りやすいし、のびのび座席もありエコノミー（予約は取りにくい）だが、意外に定時運行率が低いのが難点
